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EA

新設　露出　壁ﾌﾞﾗｹｯﾄ支持
EM-FCPEE-S1.2-5P（E51)
6KVEM-CET38（E75）
ヨビ　Ｅ14 （E75）

新設　露出　壁ﾌﾞﾗｹｯﾄ支持
EM-FCPEE-S1.2-5P（E51)
6KVEM-CET38（E75）
ヨビ　Ｅ14 （E75）

既設管路　既設ｹｰﾌﾞﾙ撤去
EM-FCPEE-S1.2-5P
6KVEM-CET38 E14
HH内ｺﾛｶﾞｼ、壁配管へ

EA

EA

ＰＡＳ 制御

方向性
SOG制御装置
LTR-P-DOT

ＰＡＳ
方向性SOG制御装置

LTR-P-DOT
(株)戸上電機　NP22858ａ

宿泊棟

生活関係棟

渡り廊下

改修　屋外平面図　　Ａ１:Ｓ＝１／３００改修　電気室平面図　　Ａ１:Ｓ＝１／１００

生活関係棟ＨＨ⑨
ｹｰﾌﾞﾙ巻だめ

新設　地中配管配線
EM-FCPEE-S1.2-5P（FEP50)
6KVEM-CET38（FEP80）
ヨビ　Ｅ14 （FEP80）

新設 露出配管
EM-FCPEE-S1.2-5P（G54)
6KVEM-CET38（G70）
ヨビ　Ｅ14 （G70）

異種管接続材

地中埋設標　鉄製
（ｹｰﾌﾞﾙ）

接地極埋設標　黄銅製
G+500程度　壁取付×2枚

EA 接地極　E5.5（VE22)　3連　14φ×1500×3
保護ﾌｪﾝｽ用+G管他用接地 地中埋設標 ｺﾝｸﾘｰﾄ製

高圧配管立上部
保護ﾌｪﾝｽなど（建築工事）
　別図参照

新設　ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚｲ W400 H50
　小梁下取付
EM-FCPEE-S1.2-5P
6KVEM-CET38　E14

配管用貫通口-3ヶ所
150φ×2　100φ×1

注記）
1.一般地表部分も、深さ、幅は同等とする
2.HH接続部分は、弱電、強電接続箇所に注意
3.HHは新規穴明け、補修を行う

改修後平面図は
別図（左側）参照

ＰＢ１

同上隠ぺい配管 ＰＢ１・・PB1000×1000×300 ET付

ＰＢ１

ＰＢ１

新設　地中配管配線
制御線　EM-FCPEE-S1.2-5P（FEP50)
高圧　　6KVEM-CET38（FEP80）
　　　　ヨビ　 （FEP80）
既設、制御線、高圧ケーブル、管路類撤去

新設　地中配管配線
制御線　EM-FCPEE-S1.2-5P（FEP50)
高圧　　6KVEM-CET38（FEP80）
　　　　ヨビ　 （FEP80）
既設、制御線、高圧ケーブル類撤去

新設　地中配管配線
制御線　EM-FCPEE-S1.2-5P（FEP50)
高圧　　6KVEM-CET38（FEP80）
　　　　ヨビ　 （FEP80）
既設、制御線、高圧ケーブル類撤去

新設　地中配管配線
制御線　EM-FCPEE-S1.2-5P（FEP50)
高圧　　6KVEM-CET38（FEP80）
　　　　ヨビ　 （FEP80）
既設、制御線、高圧ケーブル類撤去

新設　地中配管配線　別図参照
既設、制御線、高圧ケーブル類撤去
既設管路は両端を密閉する

新設　引下げ露出　床斫り
EM-FCPEE-S1.2-5P（E51)
6KVEM-CET38（E75）
ヨビ　Ｅ14 （E75）

以降別図参照

地中埋設標　
ｺﾝｸﾘｰﾄ製（ｹｰﾌﾞﾙ）

地中埋設標　
ｺﾝｸﾘｰﾄ製（ｹｰﾌﾞﾙ）

接地極埋設標　黄銅製
G+500程度　

注記）
1.ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚｰはなるべく梁に密着させ取付ける。
2.取付金具は溶融亜鉛メッキとする

注記）
階段下、近辺は既設油脂分離用配管
の埋設管路有り、掘削時注意

アスファルト解体・復旧
路盤改修とも建築工事

建築工事
掘削・埋戻し

埋設シート2倍折込
本工事

地中埋設管路設置参考図　S=1/30

良質土埋戻し

ＨＨ②
ｹｰﾌﾞﾙ巻だめ

ＨＨ③

ＨＨ④

ＨＨ⑤
ｹｰﾌﾞﾙ巻だめ

ＨＨ⑥

ＨＨ⑦

ＨＨ⑧

ＨＨ⑨
ｹｰﾌﾞﾙ巻だめ

Ｐ④：ＮＴＴ　沼山線101
　鋼管組立柱　1977

Ｐ④
役柱：Ｔｒ×2

Ｐ③
Ｐ② Ｐ① 構内1号柱 P12-350　ＮＴＴ沼山線104

新設PAS　6KV　300A　VTLT　方向性　制御盤とも
既設PAS撤去　制御盤とも　

ＨＨ①

気中開閉器　配線系統図

制御回路口出線 方向性
9心-0.75mm2(Z1・Z2・Y1 3心シールド)、
仕上り外径：約16.1mm

工事概要
1.既設高圧ケーブルを撤去、新設する。
2.新設高圧ケーブル用配管を2条設置、1条はヨビとする。
3.新設制御用配管を1条設置する。
4.ハンドホール（ＨＨ）の穴明け加工、補修は本工事とする。
5.既設ＨＨの内部清掃、水抜き穴加工、蓋の調整を行う。
6.管路掘削、埋戻し、アスファルト解体、復旧、縁石、Ｕ字溝
　の解体、復旧などは建築工事とする。
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改修前　電気室　平面詳細図　A1:S=1/50

改修前電気室　Ｂ１階平面詳細図

6KV　CV38-3C（GP80）

以降別図参照
ＨＨ経由　引込柱へ

工事概要
1.既設高圧引込ケーブルを撤去する。

6KV　CV38-3C（75）
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改修　受変電設備単線結線図 

引込盤　　　（ＭＣ１）

受電盤　　　（ＭＣ２）

高圧分岐盤　（ＭＣ２）
(動力・電灯)　二段

動力配電盤　　（Ｃ１）

電灯配電盤 №1（Ｃ２）

電灯配電盤 №2（Ｃ３）

電灯配電盤 №3（Ｃ４）

直流電源盤 　（ＤＣ1）

記号 名称　記号

改修後　受変電設備単線結線図 

改修工事
範囲を示す



宿泊棟

生活関係棟

管理研修棟

プレイホール

渡り廊下

全体外構図　　S=1/300

N

（既存）　引込み柱
※既存のまま

高圧幹線等引込みのための根切り・埋戻し　ほか
※工事内容の詳細は、部分外構図-1及び-2による。

01
と　う

一級建築士事務所 第2701号
一級建築士登録　第175637号

高　橋　　智

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

施設管理室長財務課長 係　長 主　任 担　当

設計業務名

図面名称

工事名称

独立行政法人　国立青少年教育振興機構
国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修設計業務

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

図番縮尺

作成年月

A1：

A3：

A

国立花山青少年自然の家　高圧幹線等引込み工事

全体外構図

2020年　6月

S=1/300

S=1/600

※工事内容は、図示によるほか、特記無き限り、下記によること。

1）　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）

2）　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）



AC
※L≒ 4.12 m

AC
※L≒ 3.83 m

AC
※L≒ 9.61 m

宿泊棟

部分外構図-1　　S=1/150

N

（既存）　木製ベンチ
※一時取外し再据付け （全4箇所）

丸太階段
※撤去・新設

HH-①

HH-②

HH-③

HH-④

（既存）　引込み柱
※既存のまま

高圧ケーブル及び制御線
（※電気設備工事）

ASC
※L≒ 1.06 m
※両端取合い部
　　AC L= 0.80 m 共

LBB-C
※L≒ 1.80 m

LBB-C
※L≒ 1.80 m

LBB-C
※L≒ 1.80 m

LBB-C
※L≒ 1.80 m

U-300A
※L≒ 2.40 m

RB-3
※L≒ 4.80 m

RB-3
※L≒ 1.89 m

RB-3
※L≒ 2.21 m

RB-2
※L≒ 10.65 m

RB-2
※L≒ 8.83 m

RB-2
※L≒ 4.59 m

RB-1-2
※L≒ 2.55 m

RB-1-2
※L≒ 12.89 m

RB-1-2
※L≒ 18.53 m

RB-1-1
※L≒ 3.68 m

RB-1-1
※L≒ 13.57 m

02
と　う

一級建築士事務所 第2701号
一級建築士登録　第175637号

高　橋　　智

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

施設管理室長財務課長 係　長 主　任 担　当

設計業務名

図面名称

工事名称

独立行政法人　国立青少年教育振興機構
国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修設計業務

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

図番縮尺

作成年月

A1：

A3：

A

国立花山青少年自然の家　高圧幹線等引込み工事

部分外構図-1

2020年　6月

S=1/150

S=1/300

※工事内容は、図示によるほか、特記無き限り、下記によること。

1）　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）

2）　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）

　： 根切り・埋戻し（機械）　（一般土壌範囲）

※詳細は「外構詳細図」による。

　：

　：

根切り・埋戻し（人力）　（一般土壌範囲）

根切り・埋戻し（機械）　（植込み土壌範囲）

※詳細は「外構詳細図」による。

※詳細は「外構詳細図」による。

■外構工事　凡例

　：

　：

　：

　：

※詳細は「外構詳細図」による。

※詳細は「外構詳細図」による。

※詳細は「外構詳細図」による。

※詳細は「外構詳細図」による。

Ｕ形側溝（プレキャスト）　300A　　撤去・新設

縁石（地先境界ブロックＡ）　　撤去・新設

縁石（地先境界ブロックＣ）　　撤去・新設

アスカーブ　　撤去・新設

　：

　：

※詳細は「外構詳細図」による。

丸太階段　　撤去・新設

（既存）　木製ベンチ　　一時取外し再据付け

　： 架構保護フェンス　　新設

※詳細は「外構詳細図」による。

　：

※詳細は「外構詳細図」による。

幹線立上げ架構　　新設

　： （既存）　ハンドホール　　既存のまま

　：

　：

根切り・埋戻し（機械）　（アスファルト舗装範囲）

※詳細は「外構詳細図」による。

※詳細は「外構詳細図」による。

AC （アスファルトカッター）

※根切り・埋戻しに伴う一時取外し再据付け （全4箇所）。

※普通作業員×計0.5人工程度を見込む。

■内装工事　凡例

　：

軽鉄天井下地　＋　化粧PB 厚9.5　　新設

※天井内配線工事（※電気設備工事）に伴う天井改修工事。

（既存）　軽鉄天井下地　＋　化粧PB 厚9　　撤去

天井改修

　：

※アルミ製　アルミ額縁枠

※下地開口補強 新設 共。

※新設位置は現場合わせとし、監督職員の承諾を得ること。

天井点検口 450角　　新設

　：

（既存）　グラスウール吸音板 厚50　　撤去

グラスウール吸音ボード（ガラスクロス額縁貼） 厚50　　新設

※撤去新設範囲は現場合わせとし、監督職員の承諾を得ること。

※配線工事（既存RC壁貫通）（※電気設備工事）に伴う壁改修工事。

※不燃　　32kg/m3　　910×1,820板　トンボ止め（9本/m2以上）

壁吸音材改修

※撤去新設範囲は現場合わせとし、監督職員の承諾を得ること。

※（既存）化粧PB 厚9は、石綿含有成形板とみなす。

※化粧PB 厚9.5：　不燃 （NM-1864）

AC

HH-① ～ ⑨

ASC

LBB-C

LBB-A

U-300A

RB-3

RB-2

RB-1-2

RB-1-1



AC
※L≒ 11.33 m

AC
※L≒ 1.61 m

AC
※L≒ 5.77 m

渡り廊下

生活関係棟

N

部分外構図-2　　S=1/150

壁吸音材改修
※S≒ 3.31 m2

電気室

廊下(３)

自家発電機室

歩くスキー庫

廊下(５)

廊下
(５)

幹線立上げ架構
※新設

架構保護フェンス
※新設

天井改修
※S≒ 2.44 m2
※塩ビ廻縁（ 4.44m程度 ） 新設 共。

天井点検口 450角
※新設

HH-⑤

HH-⑥

HH-⑦

HH-⑧

HH-⑨

高圧ケーブル及び制御線
（※電気設備工事）

LBB-C
※L≒ 1.80 m

LBB-C
※L≒ 1.80 m

LBB-C
※L≒ 1.20 m

LBB-C
※L≒ 1.20 m

LBB-A
※L≒ 1.80 m

RB-3
※L≒ 5.63 m

RB-3
※L≒ 0.78 m

RB-3
※L≒ 3.13 m

RB-2
※L≒ 1.70 m

RB-2
※L≒ 8.51 m

RB-2
※L≒ 3.99 m

RB-2
※L≒ 13.78 m

RB-2
※L≒ 12.79 m

RB-2
※L≒ 7.90 m

RB-2
※L≒ 4.64 m

RB-2
※S≒ 8.78 m2
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一級建築士事務所 第2701号
一級建築士登録　第175637号

高　橋　　智

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

施設管理室長財務課長 係　長 主　任 担　当

設計業務名

図面名称

工事名称

独立行政法人　国立青少年教育振興機構
国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修設計業務

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

図番縮尺

作成年月

A1：

A3：

A

国立花山青少年自然の家　高圧幹線等引込み工事

部分外構図-2

2020年　6月

S=1/150

S=1/300

※工事内容は、図示によるほか、特記無き限り、下記によること。

1）　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）

2）　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）

　： 根切り・埋戻し（機械）　（一般土壌範囲）

※詳細は「外構詳細図」による。

　：

　：

根切り・埋戻し（人力）　（一般土壌範囲）

根切り・埋戻し（機械）　（植込み土壌範囲）

※詳細は「外構詳細図」による。

※詳細は「外構詳細図」による。

■外構工事　凡例

　：

　：

　：

　：

※詳細は「外構詳細図」による。

※詳細は「外構詳細図」による。

※詳細は「外構詳細図」による。

※詳細は「外構詳細図」による。

Ｕ形側溝（プレキャスト）　300A　　撤去・新設

縁石（地先境界ブロックＡ）　　撤去・新設

縁石（地先境界ブロックＣ）　　撤去・新設

アスカーブ　　撤去・新設

　：

　：

※詳細は「外構詳細図」による。

丸太階段　　撤去・新設

（既存）　木製ベンチ　　一時取外し再据付け

　： 架構保護フェンス　　新設

※詳細は「外構詳細図」による。

　：

※詳細は「外構詳細図」による。

幹線立上げ架構　　新設

　： （既存）　ハンドホール　　既存のまま

　：

　：

根切り・埋戻し（機械）　（アスファルト舗装範囲）

※詳細は「外構詳細図」による。

※詳細は「外構詳細図」による。

AC （アスファルトカッター）

※根切り・埋戻しに伴う一時取外し再据付け （全4箇所）。

※普通作業員×計0.5人工程度を見込む。

■内装工事　凡例

　：

軽鉄天井下地　＋　化粧PB 厚9.5　　新設

※天井内配線工事（※電気設備工事）に伴う天井改修工事。

（既存）　軽鉄天井下地　＋　化粧PB 厚9　　撤去

天井改修

　：

※アルミ製　アルミ額縁枠

※下地開口補強 新設 共。

※新設位置は現場合わせとし、監督職員の承諾を得ること。

天井点検口 450角　　新設

　：

（既存）　グラスウール吸音板 厚50　　撤去

グラスウール吸音ボード（ガラスクロス額縁貼） 厚50　　新設

※撤去新設範囲は現場合わせとし、監督職員の承諾を得ること。

※配線工事（既存RC壁貫通）（※電気設備工事）に伴う壁改修工事。

※不燃　　32kg/m3　　910×1,820板　トンボ止め（9本/m2以上）

壁吸音材改修

※撤去新設範囲は現場合わせとし、監督職員の承諾を得ること。

※（既存）化粧PB 厚9は、石綿含有成形板とみなす。

※化粧PB 厚9.5：　不燃 （NM-1864）

AC

HH-① ～ ⑨

ASC

LBB-C

LBB-A

U-300A

RB-3

RB-2

RB-1-2

RB-1-1



ACAC
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S=1/5

S=1/10縁石（地先境界ブロックＣ）　　撤去・新設　詳細図

高圧幹線等引込みのための根切り・埋戻し　　詳細図 S=1/10

アスファルト舗装（車道部）　　撤去・新設　詳細図 S=1/10Ｕ形側溝（プレキャスト）　300A　　撤去・新設　詳細図

S=1/10縁石（地先境界ブロックＡ）　　撤去・新設　詳細図 S=1/10アスカーブ　　撤去・新設　詳細図

＊＊＊　詳細図 S=1/**
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表　層

路　盤

（路　床）

（注2）

（
注

1
）

※既存撤去も同程度を見込むこと。

※既存撤去も同程度を見込むこと。

注1）　路盤厚150を標準とするが、既存路盤厚に合わせて適宜調整のこと。

※特記無き限り、新設内容を示す。

※特記無き限り、新設内容を示す。

路盤材：
　再生クラッシャラン
　クラッシャラン
　粒度調整砕石
　再生粒度調整砕石

プライムコート PK-3

再生クラッシャラン、
切込砂利又は切込砕石

捨コンクリート

モルタル

コンクリート地先境界ブロックＣ

車道部アスファルト舗装
※別図参照

再生加熱アスファルト混合物（密粒度）又は
加熱アスファルト混合物（密粒度）
※設計密度： 2.35t/m3

注2）　AC（アスファルトカッター）は、撤去範囲周囲の既存As舗装（残置部分）との取合い部に入れる。

（注2）

表　層

路　盤

高圧ケーブル及び制御線
（※電気設備工事）

高圧ケーブル及び制御線
（※電気設備工事）

高圧ケーブル及び制御線
（※電気設備工事）

既存　アスファルト舗装（車道部）　撤去
アスファルト舗装（車道部）
※詳細は別図による。

芝張り　高麗芝（目地あり）

埋設表示シート
（※電気設備工事）

埋設表示シート
（※電気設備工事）

埋設表示シート
（※電気設備工事）

※既存撤去も同程度を見込むこと。

※特記無き限り、新設内容を示す。

モルタル

再生クラッシャラン、
切込砂利又は切込砕石

鉄筋コンクリートＵ形側溝　300A

既存鋼製グレーチングＵ形側溝蓋
※既存のまま（一時取外し再据付け）

※既存撤去も同程度を見込むこと。

※特記無き限り、新設内容を示す。

コンクリート地先境界ブロックＡ

再生クラッシャラン、
切込砂利又は切込砕石

捨コンクリート

モルタル

車道部アスファルト舗装
※別図参照

※既存撤去も同程度を見込むこと。

※特記無き限り、新設内容を示す。

再生加熱アスファルト混合物（細粒度）又は
加熱アスファルト混合物（細粒度）
※設計密度： 2.10t/m3

タックコート PK-4
車道部アスファルト舗装
※別図参照

注）　AC（アスファルトカッター）は、撤去範囲両端の既存アスカーブ（残置部分）との取合い部に入れる。

根切り・埋戻し範囲
（注1）

根切り・埋戻し範囲
（注1）

根切り・埋戻し範囲
（注1）

注2）　根切り後、50mm程度埋戻しの上、床付けを行う。

床付け
（注2）

床付け
（注2）

床付け
（注2）

注1）　埋戻しは、特記無き限り、根切り土（良質土）による。

　　　　床付けレベルの詳細は、電気設備工事とよく調整すること。

　　　　建設発生土の処理は、施設管理者の指定場所（場内）に敷均しとする。

■ RB-1-1　：　　根切り・埋戻し（機械）　（一般土壌範囲）
■ RB-1-2　：　　根切り・埋戻し（人力）　（一般土壌範囲）

■ RB-2　：　　根切り・埋戻し（機械）　（植込み土壌範囲） ■ RB-3　：　　根切り・埋戻し（機械）　（アスファルト舗装範囲）

※工事内容は、図示によるほか、特記無き限り、下記によること。

1）　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）

2）　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）
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アンカーボルト
2-φ16　ダブルナット
埋込み長さ：　450

BPL-22
240×240

GPL-9
2-M16

BPL-16
305×260

主架構材：
H-125×125×6.5×9

捨コンクリート

再生クラッシャラン、
切込砂利又は切込砕石

D10　＠200
タテヨコ共
※隅角部はD13

横架材：
H-125×125×6.5×9

横架材：
H-125×125×6.5×9

横架材：
H-125×125×6.5×9

RPL-9

RPL-9

主架構材：
H-125×125×6.5×9

主架構材：
H-125×125×6.5×9

横架材：
H-125×125×6.5×9

横架材：
H-125×125×6.5×9

RPL-9

RPL-9

RPL-9

主架構材：
H-125×125×6.5×9

高圧ケーブル及び制御線
（※電気設備工事）

架構保護フェンス：
　メッシュフェンス　H=3,000
　※詳細は別図による。

高圧ケーブル及び制御線
（※電気設備工事）

配線用ブラケット
（※電気設備工事）

無収縮モルタル （Fc=30N/mm2）
充てん　厚50

スタイロフォーム 厚25
※打込み

幹線立上げ架構幹線立上げ架構

高圧ケーブル及び制御線
（※電気設備工事）

高圧ケーブル及び制御線
（※電気設備工事）

配線用ブラケット
（※電気設備工事）

配線用ブラケット
（※電気設備工事）

■鉄筋コンクリート基礎　使用材料

Fc=21N/mm2

S=15cm

単位セメント量の最小値：　270kg/m3

単位水量の最大値：　185kg/m3

普通ポルトランドセメント　（JIS R 5210）

レディーミクストコンクリート（Ⅰ類）

・コンクリート： ・型枠：　打放し合板型枠　B種

・鉄筋：　D10、D13　　SD295A

■架構（鉄骨）　使用材料

・鋼材：　一般構造用圧延鋼材　　SS400　（JIS G 3101）

■架構（鉄骨）　塗装仕様

①下地調整：　鉄鋼面　RA種　（但し、工程1を省略）

②DP（耐候性塗料塗り）：　鉄鋼面　A種　（上塗り：1級）

架構保護フェンス：
　片開き扉（くぐり戸仕様）　W1,000×H2,000
　※詳細は別図による。

鉄筋コンクリート基礎
※天端：　コンクリート金ごて

鉄筋コンクリート基礎
※天端：　コンクリート金ごて

根切り・埋戻し範囲根切り・埋戻し範囲

注1）　あと施工アンカー 引張試験 確認張力：

注2）　既存RC梁の接着面の既存塗膜の除去：

・D16：　12.5kN　（※引抜き耐力の2/3）

あと施工アンカー（接着系）
4-M16　ダブルナット
埋込み長さ：　200
（注1）

無収縮モルタル （Fc=30N/mm2）
充てん　厚30
（注2）

主架構材：
H-125×125×6.5×9

・サンダー掛け（全面除去）

　※既存塗膜：　外装薄塗材E

架構保護フェンス：
　片開き扉（くぐり戸仕様）
　　W1,000×H2,000
　※詳細は別図による。

架構保護フェンス：
　メッシュフェンス　H=3,000
　※詳細は別図による。

高圧ケーブル及び制御線
（※電気設備工事）

スタイロフォーム 厚25
※打込み

鉄筋コンクリート基礎
※天端：　コンクリート金ごて

既存臭気管 （既存油脂分離槽用）
※既存のまま

既存臭気管
 （既存油脂分離槽用）
※既存のまま

根切り・埋戻し範囲：
　・RB-2：
　　　根切り・埋戻し（機械）　（植込み土壌範囲）
　※詳細は別図による。

既存臭気管
 （既存油脂分離槽用）
※既存のまま

既存臭気管 （既存油脂分離槽用）
※既存のまま

既存臭気管 （既存油脂分離槽用）
※既存のまま

RPL-9 RPL-9

RPL-9RPL-9

側面図　　S=1/20平面図　　S=1/20 正面図　　S=1/20

側面詳細図　　S=1/10正面詳細図　　S=1/10

鉄骨詳細図　　S=1/10

※工事内容は、図示によるほか、特記無き限り、下記によること。

1）　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）

2）　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）
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S=1/20・1/40架構保護フェンス　（　メッシュフェンス　H=3,000　　及び　　片開き扉（くぐり戸仕様）　W1,000×H2,000　）　　詳細図

S=1/10・1/20丸太階段　　撤去・新設　詳細図

※㈱LIXIL　「HGNA-H-3000」　同等品以上 ※㈱LIXIL　「HGNA-H-3000　片開き扉（くぐり戸仕様）　W1,000×H2,000」　同等品以上
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独立行政法人　国立青少年教育振興機構

施設管理室長財務課長 係　長 主　任 担　当

設計業務名

図面名称

工事名称

独立行政法人　国立青少年教育振興機構
国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修設計業務

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

図番縮尺

作成年月

A1：

A3：

2020年　6月

S=図示

S=図示/2

A外構詳細図-3

国立花山青少年自然の家　高圧幹線等引込み工事
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帯筋　D10
＠150以下

主筋　D13

部材

フェンス本体
外径：　ﾖｺφ5.5×ﾀﾃφ4.6
メッシュ＠：　ﾖｺ＠50×ﾀﾃ＠135

芯径：　ﾖｺφ4.5×ﾀﾃφ3.6

取付金具

取付ボルト類

支柱

扉縦枠

H=3,000：　φ60.5×t3.2

W1,000×H2,000：　φ50.8×t1.6

－

寸法

－

JIS G 3444 STK400

JIS G 3302 SGHC

－

JIS B 1171 SWCH
角根ボルト

塩化ビニル

材質 下地処理＋塗装

JIS G 3547 SWM GH-3
ハイテンション線

－

3種亜鉛めっき
＋ポリエチレン系流動浸漬塗装

Z27
＋ポリエステル樹脂静電粉体塗装

HDZ35
＋防錆着色塗装

■主要部材　　寸法 ・ 材質 ・ 下地処理＋塗装

支柱　φ60.5×t3.2

小口キャップ

※仕様寸法は上記と同等以上とし、監督職員の承諾を受けること。

支柱　φ60.5×t3.2

扉縦枠　φ50.8×t1.6

錠取手　及び　取手受け
※南京錠仕様

ヒンジ

帯筋　D10
＠150以下

帯筋　D10
＠150以下

主筋　D13 主筋　D13

支柱基礎-2支柱基礎-3

支柱基礎-1

防腐剤は、CUAZ　または　ACQ　程度とし、JAS性能区分　K4　程度とする。

※木材は、防腐剤加工　（ 加圧注入処理 （JIS A 9002） ）　を行う。

溶融亜鉛メッキボルト　4-M12

背丸太：
成形丸太　杉材　2-φ120×L=1,500
※面取り加工

止杭：
成形丸太　杉材　2-φ100×L=600
※面取り加工

※既存撤去も同程度を見込むこと。

※特記無き限り、新設内容を示す。

注1）　図示の配置寸法は目安とし、山道の自然勾配に合わせて適宜調整のこと。

注2）　埋戻しは、特記無き限り、根切り土（良質土）による。

根切り・埋戻し範囲
（注2）

根切り・埋戻し範囲
（注2）

■片開き扉（くぐり戸仕様）　W1,000×H2,000　　詳細図

Ａ－Ａ’正面図　　S=1/20 Ｃ－Ｃ’正面図　　S=1/20Ｂ－Ｂ’断面図　　S=1/20支柱基礎-1　配筋図　　S=1/20

片開き扉（くぐり戸仕様）　平面図　　S=1/20

支柱基礎-2　配筋図　　S=1/20支柱基礎-3　配筋図　　S=1/20

A

BB’

A’

C C’

キープラン　　S=1/40

正面図　　S=1/10

平面図　　S=1/10

断面図　　S=1/10

断面図　　S=1/20

■メッシュフェンス　H=3,000　　詳細図

※工事内容は、図示によるほか、特記無き限り、下記によること。

1）　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）

2）　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）



宿泊棟

生活関係棟

管理研修棟

プレイホール

渡り廊下

N

生活関係棟

全体仮設計画図　　S=1/300部分仮設計画図　　S=1/150

電気室

廊下(３)

自家発電機室

歩くスキー庫

廊下(５)

（既存）　引込み柱
※既存のまま
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高　橋　　智

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

施設管理室長財務課長 係　長 主　任 担　当

設計業務名

図面名称

工事名称

独立行政法人　国立青少年教育振興機構
国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修設計業務

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

図番縮尺

作成年月

A

国立花山青少年自然の家　高圧幹線等引込み工事

仮設計画図

2020年　6月

A1： S=1/300・1/150

A3： S=1/600・1/300

※工事内容は、図示によるほか、特記無き限り、下記によること。

1）　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）

2）　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）

仮囲い-1

仮囲い-1

仮囲い-1

仮囲い-1

仮囲い-1

脚立足場

床養生
床養生

脚立足場

枠組棚足場

仮囲い-2

仮囲い-2

仮囲い-1

仮囲い-1

仮囲い-1

※部分仮設計画図（左図）　図示範囲

■仮設　工事凡例

　： 枠組棚足場

※H=1.8m

　： 脚立足場

※並列 H=1.8m

　：

　：

※ガードフェンス （Ｂ型バリケード） H=1.8m

仮囲い-2

※カラーコーン　＋　バー

　： 床養生

※ビニルシート、合板等

※清掃範囲に同じ

仮囲い-1

　　既存同等に復旧することとし、必要な補修等は行うこと。

３．その他、必要な仮設を適宜設置すること。尚、仮設材撤去後の状態は、

１．仮囲い類の図示位置は参考程度とし、現場において施設管理者と協議の

　　上、可能な限り施設運営に支障のない位置に設置すること。

２．仮囲い類の設置に伴い、施設の運営に支障をきたす場合は、必要な仮設

　　表示等を適宜行うこと。


